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看護学生の老人施設実習前後における老人観

及び老人イメージの変化に関する研究
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ChangesofStudentNurses'viewsandlmagesoftheElderly

beforeandafterPracticingatNursingHomes
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MakikoMAEDAl),HisaeITOZ),andTakeoOHTAl)

Aquestionnairesurveywasdoneby76thirdyear-Studentsofthenursingcoursebeforeandafter

practicingatthetwonursinghomesin1989.Thesamequestionsabouttheirviewsandimagesofthe

agedpersonweregiventwiceandcompared.Questiontoimageconsistsof38paireditemsrespectively

opposedtoberatedonaseven-pointscale.Theresultsshowedthattheirviewsandimageshadchanged

fromidealistictorealisticasaresultoftheirpractices.Thereweresomedifferencesfoundinthese

changesbythehomeandtheperiodofpractice.
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は じ め に

人口の老齢化が急速に進み多方面からの対応が

期待されているなかで,国のレベルでは老人保健

医療の充実や高齢者保健福祉政策1) (ゴール ドプ

ランなど)の策定を通じて対応が進められている｡

医療とりわけ看護の分野でも老人看護の重要性が

増加し,マンパワーとしての量的問題のみならず,

関係者の質的向上が求められている｡看護教育の

場でも,ニーズに応え得る実践能力の開発育成が

重視されるようになり,1990年のカリキュラム改

正では,老人看護学が成人看護学より独立した教

科となった｡看護の実践は対象の理解を基に始め

られるが,看護学生がその実習期間にどのような

老人観やイメージを持つことが出来るかというこ

とは,学生の人間理解の場として重要である｡従

って教師にとってはどのように講義や実習を位置

づけるかを考えることが重要であろう｡

また今日のように核家族化が進み,地域での生

1)岡山大学医療技術短期大学部看護学科

2)前岡山大学医療技術短期大学部看護学科

活感も希薄になっている状況では,学生の日常生

活での老人との接触も減少しており,老齢者の理

解も充分ではないと考えられ,その意味でもカリ

キュラムの上でこれまで以上の配慮が必要であろ

う｡そのような観点から,著者らの学科では従来

のカリキュラムにおいてもこの点を重視して1987

年関学以来,老人看護学を独立させ,3週間の実

習期間を指定し,2週間を病棟実習,その後 1週

間を特別養護老人ホーム(以下老人ホームという)

の実習に当てて来た｡特に老人ホームでの実習は,

先に述べた老人の理解という点に置いてあるので,

実習の前後に学生の老人観やイメージの変化など

について調査を実施している｡今回はその一期生

のデータについての分析を通じて得られた若干の

知見について報告する｡

研 究 日 的

今回の研究目的は,主として実習前後の学生の
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老人観,老人へのイメージの変化について分析し

たいと考えた｡またこれまでの老人との関り具合,

実習施設の違いや実習時期の違いがどのように影

響するのかについても検討した｡更に学生の反応

から今回あげたイメージ調査の38項目について,

簡単な類型化を試みた｡

調 査 方 法

調査は1989年,当学部看護学科第1期生の3年

次76名を対象に,老人ホーム実習の前後に自記式

アンケート法により実施した｡この年当学科の老

人看護の教科としては,2年次に30時間の老人看

護講義と半日の老人ホーム見学があり,3年次は

2週間の病棟実習とそれに続く1週間の老人ホー

ムの実習がある｡学生は1年間3週間単位の臨床

看護実習のローテーションのどこかにこの実習を

行うが,その時期はグループによって異なる｡病

棟実習は比較的老人の多い皮膚科,泌尿器科及び

婦人科の3科で行われている｡この時の老人ホー

ムの実習は2箇所で行ったが,いずれも大学より

徒歩20分の位置にあり,8月の夏休みまでに実習

をすませた前半4グループ (4組34名,以下前半

グループという)は1970年設立の比較的古い特別

養護老人ホームで,夏休み以降の後半5グループ

(42名,以下後半グループという)はこの年新設さ

れた特別養護老人ホームで実習した｡

アンケートの内容は老人観および老人のイメー

ジについての質問で構成した｡老人観は老人をど

のような存在と考えているかを問うもので,老人

と思う年齢,老人と思う理由及び老人の処遇にた

いする実感を問う3項目である｡老人のイメージ

は老人という言葉で心の中に思い浮かべる像また

は心像の表現を,守屋ら2)の使用した相反する38

項目の形容詞対で表現させた｡これは,例えば生

き生きした/生気のない,清潔/不潔,楽天的/

悲観的,独立的/依存的といった項目について7

段階法 (非常に,かなり,やや,どちらでもない,

やや,かなり,非常に)で回答させるものである｡

調査は実習直前 (以下実習前という)及び終了

直後 (以下実習後という)の2回実施し,得られ

たデータはパソコン用統計パッケージHALBAU

によって処理した｡分布の検討は∬二乗検定によ

り,また項目の類型化にあたってはクラスター分

析を行った｡

結 果

1)老人と思う年齢

何オから老人と思うかという問いについて,70

才からとするものが一番多く,次いで65才からと

するものが多い｡実習前ではこの両者で94.6%,

後で85.3%を占めた｡これらの比率の前後比較で

分布上の差は認めなかった｡

2)老人と思う理由

老人と思う理由を自由記入法で只一つ挙げさせ

た回答を分類すると図1の通りであった｡実習前

に最も多いのは頭髪,顔貌,しわといった外見上

の特赦 (36.0%)で,ついで歩行,生活上の身体

4030 凡例
36.0 □ 実習前

24.3 団 実習後

2010 7■6 2F m Fb 傾 適 FB F%

% 外 身 年 不 精 依 そ
見 体 齢 活 神 存 の

理 苦 竺 琵

図 1｢老人と思う理由｣の実習前後比較
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的 ･機能的-ンディキャップ (20.0%),年齢

(13.3%)であった｡これが実習後には外見上

(17.6%)の捉え方が減少し,身体的･機能的

-ンディキャップ (24.3%),依存性 (14.9

%),精神的変化 (10.8%)という順になっ

た｡とくに依存性に注目するものの増加が顕

著で,分布に5%以下の危険率で有意の差が

見られた｡

%6050 優 遇 51.3 1

403020100%6050 19.1 38.225.0保 護 凡例44.7 44.746.1 □ 実習前

403020100%80706050403020100 39.5 国 実習後｢㌦
尊 敬｢一㌦ 65.872.4 ㍗
されている どちらとも されていない

図2 老人の処遇に関する実感

(実習前後の比較)

3)老人の処遇についての実感

老人について優遇,保護,尊敬されているか

否かについて ｢されている｣,｢されていな

い｣,｢どちらともいえない｣の回答を選択させ

た結果は図2の通 りであった｡前後ともにど

ちらとも云えないとするものが多いが,優遇

の項について実習後にされていないとするも

のが増加傾向をしめした｡実習前後の頻度分

布について統計学的検討を行った結果ではそ

れぞれ有意の差は認められなかった｡

(%)6050403020100(%)6050403020100(%)80706050io3020100 優 遇3.54.715.719.07.1 5Jl.85.0.441 33.8.

2.9保4.1 護45.8. 5.38.52.452.4凡例□実習前田実習後14.716.78.8 2.4

尊 敬1.8 9.57.10 0.670.61.73. 28.617.6 9.1.8

鮮FJV-車半ルー前半グループ半グループ8l洋グループ後半グル-

図3 老人処遇に関する実感

(前 ･後半別グループ比較)

前半および後半グループごとに処遇に関す

る老人観の前後の変化を見ると,図3のごと

く両グループに違いが見られ,分布に有意差

は認められなかったが,実習時期によって学

生の受けとりようが異なることを認めた｡

老人と話す機会の有 りとする老49名 (64.5

%)とないとする者27名 (35.5%)について老

人の処遇についての実感に違いがあるかどう

か検討すると図4の通 りであった｡｢尊敬され

ているかどうか｣の項について会話の機会が

有るとするものより,機会が無いとするもの

に ｢されている｣｢されていない｣という項目

が何れも高 く,分布に有意の差がみられた｡機

会が有るとするものは,｢どちらとも云えな
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(%)60504030優 遇33.32 1.0 51.98 44.9 25.

｢

20100(%)6050403020100(%)807060504030201002.14. 1.1

保 護.838.40.55.4.53.1 .43. 凡南口 実習前田 実習後6.38,27.47.4

尊 敬18.56.141 5.573.58.170. 33.34.18. 8.

会話あり会話なし会話あり会話なし会話あり会話なし

図4 老人の処遇に関する実感

(老人との会話の機会の有無別比較)

い｣ とするものが37名 (75.5%) と多かった｡

4)老人のイメージ

38項目について前後の比較 を,答えを1-7

点の順序尺度に変えで求めた平均点の変化で

表したものが図5である｡アンケー トのまま

だ と,右か ら左あるいは左か ら右 と変化 は

様々であるが,図ではいずれも見易 くするた

め左から右へ と変化 を同じ方向に置き換え,

差の大 きいものから順に矢印で示 した｡これ

とは別に個々人の前後の差を求め,その平均

値について大 きいもの及び小さいものについ

て5項目ずつ選ぶと,図5とはやや異なり表

1の通 りであった｡また個々人の前後の差の

絶対値は,方向はどちら向きであれ前後のイ

メージの変化の大 きさを示す と思われるが,

その各人の値の絶対値の平均値 をとり大 きい

順に並べると,表 2の通 りであった｡

実習時期による違いを見ると,前半のグル

ープでは ｢能動的｣で,後半グループでは ｢誠

実な｣,｢好意的｣,｢親切な｣の3項目において

マイナスの変化が有意の差であることを認め

た｡

表 1 実習前後における老人のイメージの変化

(前後の差の平均値)

変化の大きい項目

1 満足な -不満足な

2 にぎやかな-孤独な

3 雄大な -ちっぽけな

4 独立的な -依存的な

5 おだやか -はげしい

変化の小さい項目

1 デリケー トな-がさつな

2 進歩的な -保守的な

3 強い -弱い

4 健康な -不健康な

5 はっきりした-ぼんやりした

表2 老人イメージ前後差の絶対値

(平均値)

平均値の大きい項目

1 注意深い/不注意な

2 現実的な/空想的な

3 満足な /不満足な

4 気短な /気長な

5 硬い /やわらかい

平均値の低い項目

1 美しい /みにくい

2 裕福な /貧乏な

3 健康な /不健康な

4 楽天的な/悲観的な

5 進歩的な/保守的な
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図5 実習前後におけるイメージの変化 (平均値)

38項目の相反するイメージについては,ある程

度老人のイメージを明確にすることが出来たと思

われる実習後の点数についてクラスター分析をし

た｡群別の関係が比較的判 り易いウォー ド法によ

るデンドログラムを示すと図6の通 りであった｡

｢正直な｣と ｢誠実な｣,｢あたたかい｣と ｢親切

な｣,｢美しい｣と ｢清潔な｣,｢健康な｣と ｢幸福

な｣といった項目にイメージの近接性がみられた｡
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1)老人観の変化

老人ホームで生活する老人は殆ど70才以上であ

る｡また日常生活上のなんらかの-ンデイキャッ

プを持っている｡従って老人ホームでの実習は,

加齢に伴 う心身上の変化を観察出来る良い機会で

もある｡それまで老人との接触が少ない学生や健

康な老人のみを見てきた学生にとっては,老人-

のイメージが大きく変化する機会 ともなるo 老人
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図6 イメージのクラスタ一分･析法 (ウォード法)

と思う年齢が引きあがったり,図1に認められる

ように老人と思う理由が外見的理由から身体機能

面-と観点が移ったことは,この実習がこれまで

の観念的な見方から現実的な見方になる契機とな

ったと云える｡いろいろな介護を通じて依存性と

いう面にも目を向けるようになり,それ以前に比

し具体的な,あるいは多面的な見方が出来るよう

になったと考えるが,老人の内面的変化にまで触

れるようになり得たかどうかは分からない｡

老人の処遇についての質問で,｢されている｣と

する比率で見ると ｢保護｣,｢優遇｣,｢尊敬｣とな

るが,実習後は ｢優遇｣されていないとするもの

が増加し,｢尊敬｣されているとしたものも減少傾

離
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向を示した｡閉鎖的環境での日常性,家族を含む

外部との接触の少なさ,あるいは生涯をホームで

終わるものが多い現実を知ることを通じて,老人

の生活の暗い面を見ていると考える｡この点につ

いては実習の前半と後半グループとに分けて見る

と図3のごとく差が見られる｡すなわち前半グル

ープでは実習後に全般に処遇は悪いとする方に変

化し,特に ｢優遇｣されていないとするものが特

徴的に増加するが,後半グループでは実習前から

3項目ともにされていないとするものが多く,実

習後は ｢保護｣されているとするものが増加した｡

この後半グループの実習前の低い評価は,先行す

る3ヶ月ないし6ヶ月の病棟実習の体験が影響し
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ているといえる｡

即ち先行する成人看護系の実習中の加齢や疾病

罷患および治療のきびしい現実的側面を見聞する

ことを通じて,老人生活の楽観的見方が抑制され

たのであろう｡また,前半グループの体験も情報

として入っていることも考えられる｡この点につ

いて,鳴海ら3)4)の ｢病棟実習では,その老人観を

肯定的に変化させることができず,中立的反応へ

移行させた｣とする報告とは異なり,短期間でや

や否定的傾向に移った状況があったことがわかる｡

そして治療ではなく介護中心の老人ホームでの実

習を通じて,老人向けの住環境や老人の生活の別

の側面を見ることができ,その印象として｢保護｣

されているという印象を持つに到ったのであろう｡

老人の特性や生活を端的に表現することは困難

である｡学生は老人との出合いを重ねて自己の老

人観を形成し,それをもとに老人間題を老えたり

人生について考える機会を持つことが出来る｡老

後の生活の否定的側面に触れることも,それが現

実であり,ある意味では普遍性を示している以上,

学生とりわけ看護学生にとっては重要な機会であ

る｡また心身上の-ンディキャップそのものがそ

こにいる理由となっいる病院および老人ホームの

老人に接して,看護と介護の二つの場面に直接的

に参加することの意義は大きい｡今回のデータに

見られる学生の老人観やイメージの変化は,方向

はどうであれ学生に与える実習のインパクトの強

さを示すもので,その度合を把握することによっ

て学習効果を評価することも重要であろう｡

前半グループの実習施設は比較的古いもので,

老朽化している点および近年設立の施設が種々の

点で施設のイメージをよくしようとしている点で

環境面で劣っている｡前半グループが実習後に｢優

遇｣されていないと実感したことは,人的というよ

り施設のイメージを反映させたものと考えられる｡

老人と話す機会があるものより,ないとするも

ののほうが尊敬されている,もしくはされていな

いとするものが多く,どちらともいえないとする

ものが少ない｡これはそれなりの老人観をもって

判断しているのであるが,実習後には圧倒的にど

ちらともいえないに変化している｡優遇について

は実習後にいないとするものが増加し,保護につ

いてはされているとするのが増加している｡しか

し老人との話す機会がありとするものには,この

ような顕著な変化は前後で見られない｡鳴海ら5)

はこのような点に関して,学生の老人観は同居,

学習機会の有無とは関係が見られず,話す機会の

有無と関係が見られたとしている｡今回の結果か

らも話す機会の有無が老人観に影響していること

を認め,特に話す機会のないものは自分の判断で

それなりの判断をするけれども,実習によってそ

れが訂正されることが認められた｡またその変化

の仕方も優遇,保護,尊敬といった項目でそれぞ

れ異なり,学生の繊細な感受性によって老人観が

一定の深みをもって変化しているといえる｡その

ような効果からも老人とのコミュニケーションの

機会を設定する意義が存在すると云えよう｡

2)老人のイメージとその変化

他学2)の看護学生での調査結果と比して性格や

人柄に関しては比較的に肯定的であったが,全般

に実習前にすでに多くの項目で否定的な捉え方で

あった｡実習前に比較的肯定的な見方をしている,

即ち ｢やや｣より ｢非常に｣の方向に肯定的な判

断をしている項目は ｢おだやかな｣,｢あたたか

い｣,｢親切な｣の3項目のみである｡逆に比較的

否定的な項削ま｢さびしい｣,｢ひまな｣,｢遅い｣,

｢弱い｣,｢保守的な｣の項目で,実習前では性格

的には肯定的に,動作や反応という点で否定的に

捉えていることが分かるO実習後にイメージはほ

とんど全項目で否定的な方向に移行したが,これ

は老人像が観念的なものから現実的に,あるいは

具体的になったことの現われといえる｡イメージ

の変化が大きい項目から見ると,老人との交流を

通じて理解できる精神面 ･情緒面のものが多く,

その上に幸福感,満足感といった点の低さを感じ

ている｡それには特別養護老人ホームの入所基準

によって一定の-ンデイキャップを有する老人集

団から得られたイメージという側面も有する｡老

人の援助を考える上で,これらの否定的捉え方を

出発点として学生が看護,介護のあり方を考えだ

すようになることが重要で,それが実習そのもの
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の効果を見る視点ともなろう｡

各得点の絶対値をとったのは,得点の平均値だ

けでは,変化の幅が相殺される可能性を考慮した

ものである｡平均値の差から得られる項目の順と

はやや異なり,概して ｢注意深い｣,｢現実的な｣,

｢気長な｣といった性格的側面に関するもので変

化が大きく,これは実習期間中に受け持ったり,

接触のあった老人の個性に影響され,これまでも

っていたイメージが肯定もしくは否定の側に変化

したものではないかと考える｡

前半後半の比較で変化が大きかった項目に違い

があることも,病棟実習の影響の有無を反映して

いると思われる｡まだ老人と接触の機会が少ない

前半グループでは表面的に判断しやすい老人の受

動的な様子に動かされたのに対し,病棟で病床に

ある老人を見てきた後半グループの学生にとって

は,老人ホームでの実習は老人の内面的部分を判

断する機会になったのであろう｡その動きは否定

的な方向であるが,より内的なかかわりを持った

ことがわかる｡守屋ら2)は3世代に分けて老人の

イメージを調査し,青年層のイメージはやや否定

的,壮年 ･老年層は好意的なイメージを回答した

と報告している｡また大測ら6)は看護基礎教育終

了時の新卒看護婦の調査で,積極的に老人看護教

育を受けた群はそうでない群と比較して老人を否

定的に見ることが少ないと報告している｡イメー

ジは知識や体験を重ねて照合しながら形成される

もの7)であろうから,学生時代にたとえ短期間で

あってもそのような体験ができる機会をもっこと

は,たとえイメージの変化が否定的な方向であっ

ても,むしろ現実を直視する機会として重要であ

ることが今回の結果からも指摘出来る｡

3)老人のイメージの類型化

ある程度老人との交流を経た後のイメージとい

う意味で実習後の点数についてクラスター分析を

行ったが,種々の分析法のうちウォー ド法の結果

が比較的理解しやすいと思われた｡図から群分け

を行いその意味を読んでイメージ群としてみると,

図5の上部から｢人柄｣のイメージ (｢正直な｣か

ら｢好意的な｣まで),｢外見｣のイメージ (｢美し

い｣から ｢やわらかい｣まで),｢生きる姿勢｣の

イメージ (｢進歩的｣から｢独立性｣まで),｢充足

感｣のイメージ (｢自信のある｣から ｢幸福な｣ま

で),｢温厚さ｣のイメージ(｢おだやかな｣から｢空

想的｣まで),｢快活さ｣のイメージ (｢するどい｣

から ｢きれい｣まで)の6群に大別出来る｡この

類型化を通じて,とくに近い距離にある,例えば

｢正直な｣と｢誠実な｣,｢生き生きとした｣と｢能

動的｣,｢おだやかな｣と ｢気長な｣などのように,

その意味からも同じと考えていい項目は老人のイ

メージ調査には整理してゆくことが出来よう｡ま

たこの類型化の群分けでは入りきれないかも知れ

ない項目,例えば ｢知的さ｣や ｢経験｣のイメー

ジなどを付け加えることも必要であろう｡この点

については,今後のデータを含めて検討したいと

考える｡

む す び

今回本学3年次看護学生76名を対象に,老人ホ

ーム実習前後の老人観および老人のイメージにつ

いて調査し,とくにその前後の変化について分析

した｡その結果を要約すれば次の通りである｡

1 老人観,老人イメージ共に実習後は変化する

が,内容的には観念的,外見的な見方から具体

的,内面的な見方になった｡

2 実習前後の老人観は実習の時期,実習の場所,

老人と話す機会の有無などの違いによって差が

見られた｡

3 老人イメージは実習後には稔じて否定的な方

向に変化した｡その変化にも実習の時期による

違いが認められた｡

4 38項目の老人イメージは大略6群に区分出来

た｡

看護教育において,老人ホームは病棟とともに

老人の看護を考える上で重要なフィールドである｡

ここでの実習が学生に与える教育的インパクトは

大きいものがある｡それによって起こる学生の変

化の広がりや深さを出来るだけ客観的に把握して,

それを参考に学習効果を上げたいと考えている｡
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